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要旨・感想 

インドの農村部において、公立と私立の学校の子供たちのテストパフォーマンスの違いに

ついて調査している。インドの公立学校の方が給与は高いが、先生が学校にこない、来ても

授業をしないという問題が存在している。その原因として、公立学校の方が生徒一人当たり

への支出が大きいことが挙げられる。結果として、私立小学校の方が、公立よりも英語能力

が高く、現地言語もそこそこ。英語私立中学では、現地言語は公立中学よりも悪いが、英語

では、公立よりもいい成績であったことが示された。公立、私立によって学力が大きく左右

されてしまうことは、家庭の経済状況によって、受けられる教育の質が異なってきてしまう

ということである。一方、都市部ではこの様な差が見られなかったことから、ある程度発展

した地域では、無料でもそれなりの教育が受けられることを示している。しかし、都市部に

住むことができる家庭はそれなりに裕福であると推測できる。貧困を解消するために、教育

の必要性が説かれることがあるが、質の良い教育を受けるためには金銭的余裕が求められ

るというジレンマが生まれてしまった。 

 


